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千
里
山
の
魅
力
の
分
析

編

集

部

私
(
萩
原
)
は
千
里
山
会
に
名
前
が
ま
だ
な
く
、
そ
の
名

を
募
集
し
た
時
の
集
い
よ
り
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

何
年
の
銀
座
『
あ
し
ベ
』
で
催
さ
れ
た
時
か
ら
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
組
織
が
あ
る
こ
と

な
ど
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
来
、
こ
の
会
の
運
営
や
会
誌
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
つ
く
づ
く
感
じ
た
の
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
千
里
山
へ
の

熱
き
想
い
の
大
き
さ
と
強
さ
で
す
。

故
郷
へ
の
想
い
は
故
郷
を
離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
?

千
里
山
の
魅
力
の
中
に
、
当
時
の
千
里
山
の
美
し
さ
も
関

係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
楽
し
か
っ
た
当

時
の
想
い
出
で
し
ょ
う
。
親

・
兄
弟
姉
妹
は
も
と
よ
り
、
近

所
の
お
兄
ち
ゃ
ん

・
お
姉
ち
ゃ
ん
、
学
校
で
の
仲
間
と
遊
ん

だ
こ
と
、
苦
し
か
っ
た
り
悲
し
か
っ
た
り
し
た
こ
と
。

で
も
そ
れ
を
懐
か
し
く
想
い
、
楽
し
ん
で
い
る
の
は
今
で

す
。
千
里
山
会
で
語
ら
い
、
あ
る
い
は
会
誌
に
寄
稿
し
た
り
、

他
人
が
書
い
た
も
の
を
読
む
こ
と
で
。

こ
の
千
里
山
会
と
い
う
存
在
こ
そ
が
摩
詞
不
思
議
。
し
か

も
皆
さ
ん
の
千
里
山
へ
の
思
い
の
丈
は
全
て
会
誌
の
中
に
あ

り
ま
す
。
と
同
時
に
そ
の
想
い
を
今
と
な
っ
て
は
、
会
誌
か

ら
汲
み
取
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ま
ず
、
千
里
山
会
誕
生
の
経
緯
(
い
き
さ
つ
)
を

追
い
、
そ
の
考
察
か
ら
始
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
.
千
里
山
会
誕
生
の
不
思
議

必
ず

海
外
で
も
比
較
的
日
本
人
が
多
く
住
む
都
市
に
は
、

『
日
本
人
会
』
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
昔
、
東
京
や
大
阪
と
言
っ
た
大
都
市
に
は
、
各

『
県
人
会
』
が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
、
大
学
、
現
役
時
代
を
過
ご
し
た
会
社
そ
の
全
て

に
O
B
会
組
織
が
あ
り
、
専
任
事
務
局
を
持
ち
、
年
次
総
会

や
会
報

・
会
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

た
だ
そ
の
よ
う
な
集
い
と
、
千
里
山
会
は
な
に
か
違
う
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
『
ど
こ
が
?
』
『
な
ぜ
?
』
『
ど
の
よ
う

に
?
』
違
う
の
か
。
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我
が
千
里
山
会
初
代
世
話
人
代
表
の
飯
島
泰
蔵
さ
ん
も
、

千
里
山
会
会
誌
2
号
の
巻
頭
文
『
所
感
』
で
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
世
の
中
に
は
数
々
の
同
窓
会
が
作
ら
れ
て
参
り
ま
し
た

が
、
我
々
の
千
里
山
会
も
勿
論
そ
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
卒
業
後
何
十
年
も
経
た
後
に
、
忽
然
と
し
て
結
成
の

名
乗
り
を
挙
げ
た
と
い
う
例
は
、
極
め
て
少
な
い
も
の
で
し

た
。
母
校
を
巣
立
っ
て
全
国
の
各
地
に
散
ら
ば
り
、
あ
る
い

は
世
界
に
雄
飛
し
て
行
っ
た
多
く
の
卒
業
生
が
、
長
い
年
月

の
間
秘
か
に
心
の
底
に
秘
め
て
い
た
望
郷
の
想
い
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
、
こ
こ
に
見
事
な
華
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
す
」
。

そ
れ
で
は
過
去
の
会
誌
を
紐
解
い
て
、

生
ま
で
の
あ
ら
ま
し
を
再
確
認
し
ま
す
。

ま
ず
千
里
山
会
誕

*
初
め
の
一
歩

(
注
)
名
前
の
上
の
数
字
は
千
二
小
卒
業
回
生
。
敬
称
略
。

1
9
7
0
年

(昭
和
柑
年
)

千
里
第
二
小
学
校
東
京
同
窓
会
創
設
の
動
き
が
起
こ
り
、

9
藤
田
田
、
宇
野
隆
造
、
疋
田
敬

一
郎
、
ロ
福
山
博
寿
、

* 
次
な
る
ニ
歩
(
復
活
祭
)

1
9
9
4
年
7
月
刊
日
日
池
袋
「
二
つ
の
部
屋
」

お
名
の
出
席
者
で
、
開
催
。

こ
の
時
に
は
8
回
生
、

9
回
生
と
お
ら
れ
、
川
口
回
生

の
柿
崎
が
末
席
に
近
い
方
。
国
回
生
で
現
世
話
人
代
表

の
片
山
の
名
も
見
ら
れ
る
。

最
後
に
合
唱
が
企
画
さ
れ
て
い
て
、
歌
調
が
配
ら
れ

た
。
そ
の
歌
が
『
仰
げ
ば
尊
し
』
、
『
夏
は
来
ぬ
』
は
と

も
な
く
、
『
慶
瀬
中
佐
』
、
『
婦
人
従
軍
歌
』
。

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
会
は
、
翌
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
、

千
里
山
の
空
気
を
た
っ
ぷ
り
吸
っ
た
よ
う
な
気
分
に
浸
り
な

が
ら
の
散
会
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

1
9
9
5
年
日
月
間
日
銀
座
「
京
樽
」

百
名
の
出
席
者
を
集
め
開
催
。
こ
の
時
の
盛
況
さ
が
、

翌
年
の
集
い
を
生
み
、
次
第
に
千
里
山
会
と
い
う
確
た

る
組
織
へ
と
向
か
っ
て
行
っ
た
。

会
場
は
凶
柿
崎
と
同
級
生
の
田
中
(
宇
野
)
博
が
オ

ー
ナ
ー
会
長
だ
っ
た
銀
座
京
樽
と
決
ま
り
、
さ
ら
な
る

準
備
も
京
樽
の
当
時
社
長
(
現
千
里
山
会
世
話
人
代
表
)

日
一ニ
笠
洋

一
、
三
分

一
克
美
、
宇
野
博
各
氏
こ
の
七

人
の
侍
に
よ
り
、
名
簿
作
成
を
兼
ね
て
同
窓
会
の
準
備

会
が
聞
か
れ
た
。

1
9
7
1
年
1
月

日

日

新

宿

『
千
二
校
同
窓
生
の
集
い
』

が
お
名
の
出
席
者
で
め
で

た
く
旗
揚
。

出
席
者
の
中
に
は
9
飯
島
泰
蔵
、
大
き
な
古
時
計
の

作
詞
者
口
保
富
康
午
、
美
川
英
二
の
名
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
日
南
部
敦
子
が
出
席
の
連
絡
後
、
同
窓
会
開
催

日
ま
で
に
交
通
事
故
で
逝
去
。

た
だ
当
時
、
中
心
に
な
っ
て
活
躍
さ
れ
た
方
、
出
席
さ
れ

た
方
は
皆
さ
ん
働
き
盛
り
の
却
歳
前
半
と
あ
り
、
多
忙
の
時

期
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
長
く
中
断
し
ま
し
た
。

し
か
し

お
年
後
の
1
9
9
4
年
、
福
山
博
寿
よ
り
同
柿

崎
真
吾
に
千
二
小
同
窓
会
の
再
会
を
要
請
す
る
電
話
が
入
り
、

同
時
に
先
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て

第
一
回
東
京
同
窓
会
準
備
会
が
再
び
蘇
り
ま
し
た
。

同
片
山
章
で
進
む
。
席
も
前
年
の

7
割
増
し
準
備
し

た
が
、
万
が

一

閑
古
鳥
が
鳴
い
て
は
と
、
同
窓
会
案

内
を
朝

・
毎

・
読
と
も
無
料
で
掲
載
と
知
り
、
日
月
に

連
続
し
て
掲
載
。
さ
ら
に
戦
前
は
木
管
楽
器
を
吹
け
ば

右
に
出
る
も
の
な
い

6
井
上
敬
三
が
出
席
だ
け
で
な
く

サ
ッ
ク
ス
を
吹
い
て
く
れ
る
こ
と
に
。

さ
ら
に
大
阪
は
も
と
よ
り
伊
豆
、

仙
台
、
静
岡
、
在

関
東
地
区
の
戦
前
卒
業
生
の
方
か
ら
も
続
々
出
席
の
通

知
。
ま
た
逆
に
卒
業
年
次
が
昭
和
初
年
代
、
初
年
代

と
若
い
方
へ
も
延
び
百
名
に
も
。

と
う
と
う
京
樽
も
対
応
し
き
れ
ず
、
日
回
生
を
境
に

会
場
を
2
つ
に
分
け
た
。
実
に
初
歳
の
歳
の
聞
き
。

同
学
年
の
横
の
粋
に
兄
弟
姉
妹
さ
ら
に
は
当
時
も
千

里
山
に
在
住
さ
れ
て
い
た
親
も
加
わ
っ
て
の
縦
、
網
の

粋
が
媒
体
と
な
っ
て
、
組
織
化
が
進
行
し
た
か
ら
だ
と

柿
崎
は
記
す
。

こ
の
時
の
会
を
契
機
に
、
会
の
永
続
性
を
期
し
、
い

ろ
い
ろ
の
布
石
が
打
た
れ
た
。

。

総

会

・
懇
親
会
を
毎
年
実
施
す
る
。

。
そ
の
た
め
に
複
数
の
メ
ン
バ
ー
で
事
務
局
を
運
営
。
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規
約
を
作
り
組
織
運
営
の
切
り
替
え
を
謀
る
。

運
営
基
金
を
募
集
す
る
。

全
員
参
加
の
同
窓
会
に
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、

に
行
動
に
移
る
。

直
ち

本

会
の
名
の
募
集
1
決
定
1
千
里
山
会
誕
生
へ

1
9
9
6
年
什
月
刊
日
銀
座
「
あ
し
ベ
」

釘
名
の
出
席
者
で
開
催
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、

4
月
に

武
蔵

・
飯
島

・
平
の

3
氏
が
発
起
人
と
な
り
募
集
し
た

基
金
は
、
百
名
近
い
賛
同
者
に
よ
り
印
万
円
を
超
え
る

額
と
な
り
、
運
転
資
金
と
な
っ
て
今
も
大
き
な
支
え
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
前
年
決
め
た
こ
と
を
実
施
。

武
蔵
が
新
宮
島
病
院
長
と
し
て
広
島
に
去
り
、
飯
島

が
金
沢
の
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
副
学
長
に

就
任
。
し
か
し
精
力
的
に
活
動
継
続
。

世
話
人
会
の
構
成
、
学
年
幹
事
に
よ
る
幹
事
会
を
作

り
、
合
唱
隊
の
募
集
等
を
決
め
た
。
会
の
名
前
は
前
も

っ
て
募
集
し
て
い
た
の
で
、
懇
親
会
終
了
時
に
印
点
の

応
募
が
あ
り
、
懇
親
会
終
了
時
に
投
票
回
収
。

散
会
後
の
集
計
結
果
、
比
較
多
数
で
『
千
里
山
会
』

が
選
出
さ
れ
た
。
名
付
け
親
は
H
伏
見
千
瑞
子
。

あ
る
人
達
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
は
、
大
変
困

難
の
状
況
に
有
り
ま
す
。
又
近
隣
に
同
級
生
が
比
較
的
多
く

居
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
全
体
的
な
同
窓
会
よ
り
、
同
学
年

の
親
睦
会
を
適
時
持
た
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
上
教
育

制
度
の
改
革
に
よ
り
義
務
教
育
が
中
学
ま
で
と
な
り
、
小
学

校
を
卒
業
し
た
生
徒
の
殆
ど
が
新
設
の
吹
田
市
立
一
中
に
進

み
、
小
学
校
の
卒
業
生
よ
り
中
学
の
卒
業
が
同
窓
生
の
結
び

つ
き
を
強
く
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
」
。

そ
の
点
、
東
京
近
郊
に
は
相
当
年
配
の
方
か
ら
切
れ
目
な

く
、
本
人
お
よ
び
ご
主
人
の
東
京
転
勤
で
移
っ
て
来
ら
れ
、

今
で
は
相
当
数
の
千
里
山
出
身
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
も

年
齢
や
男
女
が
万
遍
な
く
、
東
京
だ
か
ら
こ
そ
と
言
え
ま
す
。

更
に
そ
の
職
種
が
千
里
山
時
代
を
反
映
し
多
彩
に
わ
た

り
、
商
社
、
銀
行
等
金
融
関
係
か
ら
、
流
通
部
門
、
技
術
屋
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
音
楽
・
美
術
と
言
っ
た
芸
術
家
、
ア
ス

リ
ー
ト
、
医
者
、
教
職
関
係
と
多
彩
で
す
。

牢

昭
和
桁
生
ま
れ
と
は
?

大
正
日
年
(
昭
和
元
年
)

千
二
小
山
田
生

生
ま
れ

更
に
今
後
の
会
の
運
営
に
は
凶
清
水
健
至
、

日
白
鳥
摂
子
、
口
宮
中
博
、
梅
本
(
渡
辺
)
ひ
ろ
み
、

幻
高
橋
(
白
鳥
)
尚
子
が
当
た
る
こ
と
に
決
定
。

1
9
9
7
年
日
月
日
日

銀
座
「
ラ
イ
オ
ン
」

1
0
8
名
の
出
席
者
の
元
、
会
名
・
規
約
も
決
ま
り
、

千
里
山
会
創
立
総
会
が
華
々
し
く
開
催
。

千
里
山
会
創
立

ニ
.
千
里
山
会
の
特
徴

千
里
山
会
誕
生
の
経
緯
(
い
き
さ
つ
)
を
見
て
お
分
か
り

の
様
に
、
こ
の
千
里
山
会
を
創
っ
た
の
は
、

昭
和
一
桁
生
ま

れ
を
中
心
に
前
後
数
年
生
ま
れ
を
加
え
た
方
々
で
す
。

そ
の
人
数
、
職
種
の
多
彩
ぶ
り
、
著
名
人
の
数
ど
れ
を

と
っ
て
も
対
抗
で
き
る
の
は
、
地
元
千
里
山
し
か
あ
り
得
ま

せ
ん
が
、
地
元
ゆ
え
の
難
し
さ
を
当
時
千
里
山
で
『
同
窓
有

志
親
睦
会
』

の
世
話
人
代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
た
8
回
生
武

田
卓
氏
が
千
里
山
会
会
誌
2
号
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
現
在
こ
の
土
地
で
学
年
に
と
ら
わ
れ
ず
、

年
齢
に
差
の

昭
和
9
年

(
1
9
3
4
年
)
生
ま
れ
千
二
小
問
回
生

千
里
山
会
に
関
し
て
は
、
前
後
数
年
を
加
え
た
凶
年
間

ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
年
齢
だ
と
、
終
戦
を
千
二
小
生
で
、
戦
地
で
、
勤
労

奉
仕
の
軍
需
工
場
で
迎
え
ら
れ
た
は
ず
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
談
が
初
期
の
千
里
山
会
誌
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

大
変
だ
っ
た
の
は
、
終
戦
で

一
夜
に
し
て
変
わ
っ
た
価
値

観
や
善
悪
観
で
し
ょ
う
か
?

「世
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
者
だ
け
が
時
代
に
迎
合

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

一
般
民
衆
も
そ
う
で
あ
る
こ
と

を
、
少
年
の
目
で
僕
た
ち
は
見
て
来
た
。
民
衆
は
時
の
権

力
に
迎
合
し
て
身
の
安
全
を
図
る
本
能
を
有
し
て
い
る
。

当
時
は
不
潔
感
を
感
じ
た
」
。
昭
和
6
年
生
ま
れ
の
方
。

*
後
輩
た
ち
の
活
躍

千
里
山
会
の
総
会
も
昨
年
で
包
囲
を
迎
え
ま
し
た
。
千
里

山
会
と
名
付
け
て
か
ら
だ
け
で
も
幻
年
が
経
ち
ま
す
。
一
番

最
初
の
旗
揚
げ
か
ら
だ
と
、
実
に
半
世
紀
近
く
に
及
び
ま
す
。

そ
の
問
、
会
を
育
み
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
は
、
昭
和

一
桁

生
ま
れ
の
方
々
の
後
輩
た
ち
で
す
。
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三
.
千
里
山
の
特
徴
・
魅
力
の
源
泉

千
里
山
の
魅
力
分
析
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
の
は
、

皆
様
の
頭
の
中
に
残
っ
た
思
い
出
を
会
誌
を
通
じ
て
知
り
、

そ
こ
に
私
自
身
の
千
里
山
経
験
と
、
想
像
を
混
ぜ
わ
せ
た
も

の
で
す
。
異
論
、
反
論
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
起
爆
剤
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
千
里
山
と
ニ
=
守
門
ノ
土
地
の
特
殊
性
』
、
『
千
里
山
に
住
居
を

構
え
た
人
た
ち
の
特
異
性
』
、
『
大
正
末
期
か
ら
戦
後
日
数
年

と
い
う
独
特
の
時
代
』

こ

の

3
つ
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
重

な
っ
た
結
果
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ど
れ

一
つ
が

欠
け
て
も
、
今
日
の
千
里
山
会
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
確
信

し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
は
奇
跡
と
感
じ
て
い
ま
す
。

①
地
理
的
千
里
山
の
特
殊
性

千
里
山
は
大
正
時
代
の
新
興
開
発
地
で
、
大
阪
の
中
心
地

か
ら
鬼
門
の
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
、
砂
地
で
肥
え
た
土
壌
で

は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
大
阪
の
台
所
を
賄
う
ほ
ど

の
農
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
、
佐
井
寺
や
新
田
等
に
農
家
は
あ
っ
た
が
、
大
阪
に

更
に
、
娯
楽
の
乏
し
い
時
代
、
小
学
校
の
運
動
会
や
学
芸

会
は
、
地
域
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

小
学
校
中
心
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
た
、
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
当
時
の
千
里
山

一
世
(
親
の
世
代
)

は
実
に
若
か
っ
た
の
で
す
。

勿
論
、
多
く
の
方
が
会
誌
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

計

画
的
に
作
ら
れ
た
美
し
い
モ
ダ
ン
な
衝
で
あ
り
な
が
ら
、
多

く
の
自
然
が
残
り
、
豊
か
な
環
境
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
そ

れ
が
大
人
に
な
っ
て
共
通
の
思
い
出
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
あ
ん
な
に
大
阪
に
近
い
の
に
、
空
襲
の
経
験
が

な
い
、
つ
ま
り
破
壊
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
千
里
山
に
移
り
住
ん
だ
人
々

日
本
は
明
治
維
新
後
開
国
し
、
外
国
の
力
で
で
は
あ
る
が
、

産
業
革
命
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
士
農
工
商
と

言
う
身
分
に
基
く
職
業
が
固
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
例
え
、

小
作
で
あ
っ
て
も
親
の
家
業
を
継
げ
る
の
は
長
男
の
み
。
残

り
は
ど
こ
か
へ
奉
公
人
と
し
て
出
て
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
維
新
以
降
、
徐
々
に
新
た
な
職
業
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
軽
工
業
か
ら
そ
の
う
ち
に
重
工
業
へ
と
移
り
、

そ
の
製
造
業

・
販
売
業

・
輸
出
入
の
担
い
手
と
し
て
、
商
社

近
い
割
に
、
千
里
山
及
び
そ
の
後
更
に
開
発
さ
れ
た
千
里
ニ

ュ
l
タ
ウ
ン
や
万
博
地
と
い
っ
た
広
大
な
地
が
手
付
か
ず
で

残
っ
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
昔
か
ら
の
鎮
守
の
森
、
神
社

・
仏
閣
は

な
い
が
、
同
時
に
柵

(し
が
ら
み
)
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

さ
ら
に
車
の
発
達
し
て
い
な
い
歩
き
が
中
心
の
時
代
で
、

実
に
程
よ
い
大
き
さ
の
街
で
し
た
。

程
よ
い
狭
さ
と
言
っ
た

方
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
の
噴
水
か
ら
東
西
南
北
ど
ち
ら
に
向
か
っ
て
も
、
大
人

の
足
で

5
1
6
分
も
歩
け
ば
、
家
並
み
は
途
絶
え
、
竹
薮
、

田
園
、
小
山
や
崖
で
し
た
。

丁
度
、

一
小
学
校
校
区
程
度
の
広
さ
。
昭
和

口
年
に
千
里

山
に
移
っ
て
き
た
我
が
両
親
は
、
い
つ
の
時
代
の
千
里
山
か

知
り
ま
せ
ん
が
、

戸
数
8
0
0

人
口
5
千
人
と
言
っ

て
お

り
ま
し
た
。
子
供
は
4
1
5
人
、
祖
父
母
は
お
ら
ず
、
両
親

と
平
均
6
人
家
族
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
実
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
の
に
丁
度

い
い
大
き
さ
と
言
え
ま
す
。
地
域
が
狭
け
れ
ば
狭
い
ほ
ど
、

お
付
合
い
は
濃
く
な
り
、
た
い
が
い
の
家
が
子
供
で
繋
が
っ

て
行
き
ま
す
。

や
設
備
投
資
へ
の
金
融
業
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
仕
事
の
担
い
手

と
し
て
の
技
術
者
及
び
そ
の
育
成
に
向
け
た
教
育
関
係
、
法

律
関
係
者
、
中
央

・
地
方
公
務
員
、
報
道
関
係
者
が
誕
生
し

ま
し
た
。

欧
米
で
は
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
新
た
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
な
る
階
層
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
平
等
意
識
の
強
い
日
本

で
は
、
そ
れ
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
呼
ば
れ
る
集
団
が
誕
生
し
、

維
新
後
半
世
紀
、
こ
の
新
た
な
な
階
層
の
中
の
イ
ン
テ
リ
層

と
し
て
定
着
し
て
き
た
の
が
千
里
山
一
世
で
す
。

我
が
両
親
は
と
て
も
イ
ン
テ
リ
層
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
多
分
、
そ
う
言
う
雰
囲
気
が
好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
雰
囲
気
に
誘
わ
れ
て
か
、
実
に
多
く
の
著
名
人
が
、

人
生
の

一
時
期
を
千
里
山
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

球
界
の
魔
術
師
と
言
わ
れ
、
西
鉄
球
団
を
率
い
て
何
度
も

プ
ロ
野
球
日
本
一
に
輝
い
た
三
原
監
督
。
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン

を
創
っ
た
安
藤
百
福
。
戦
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
守
コ

ー
ル
ド

メ
ダ
リ
ス
ト
南
部
忠
平
お
よ
び
織
田
幹
雄
の
面
々
で
す
。
こ

れ
は
全
て
会
誌
か
ら
の
情
報
で
す
。

さ
ら
に
別
の
面
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、

*
大
阪
の
例
え
ば
、
寝
屋
川
や
堺
に
住
む
人
が
、

わ
ざ
わ
ざ
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千
里
山
に
引
っ
越
す
こ
と
は
稀
。
む
し
ろ
色
々
の
地
方
か

ら
大
阪
で
就
職
を
見
付
け
た
か
、
転
勤
で
大
阪
に
移
っ
て

来
ら
れ
た
方
が
千
里
山
を
選
ん
だ
。

*
金
持
ち
は
寧
ろ
芦
屋
、
浜
寺
、
宝
塚
を
選
び
、
金
は
な
い

が
将
来
を
夢
み
る
若
手
が
、
こ
の
千
里
山
を
選
ん
だ
。

*
そ
の
結
果
、
年
齢
、
環
境
の
似
た
人
々
が
集
ま

っ
た
。
そ

の
結
果
、

二
世
も
当
然
、
似
た
年
齢

・
環
境
と
な
る
。

*
千
里
山

一
世
の
環
境
と
は
、
親
か
ら
田
地
畑
は
も
と
よ
り

職
業
す
ら
受
け
継
け
ず
、
教
育
以
外
に
頼
る
も
の
の
な
い

立
場
。
結
果
、
自
分
の
子
、
つ
ま
り
千
里
山
二
世
に
も
与

え
る
資
産
や
家
業
は
な
く
、
授
け
る
の
は
教
育
の
み
。

*
大
正
ロ
年

(
1
9
2
3
年
)
9
月

1
日
関
東
大
震
災
が

起
こ
り
ま
し
た
。
多
く
の
被
災
者
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、

こ
の
被
災
者
が
千
里
山
に
移
り
住
ん
だ
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
そ
の
後
、
本
社
を
東
京
か
ら
大
阪
に
移
す
会

社
が
続
出
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
社
員
が
東
京
か

ら
大
阪
に
転
勤
し
て
き
ま
し
た
。
千
里
山
は
彼
ら
に
丁
度

い
い
住
宅
供
給
地
で
し
た
。
そ
れ
こ
そ
計
画
的
に
作
ら
れ

た
モ
ダ
ン
で
美
し
い
、
当
時
と
し
て
は
近
代
的
な
街
、
し

か
も
柵
の
な
い
、
自
分
に
似
た
年
齢
、
環
境
で
育
っ
た

人
々
が
住
む
街
。

郊
外
学
園
周
辺
、
そ
の
後
の
千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
へ
と
繋
が

る、

一
大
開
発
で
す
。
こ
う
な
っ
て
は
、
隣
町
の
境
は
な
く
、

ま
さ
に
ボ

l
ダ
レ
ス
の
世
界
二

体
感
も
薄
れ
て
行
き
ま
す
。

こ
の
当
り
の
千
里
山
の
姿
・
特
徴
を
紹
介
し
た
の
が
、

大

宅
社
一
の
「
新
日
本
発
見
」
シ
リ
ー
ズ
『
千
里
山
』

で
す
。

(
注
)
千
里
山
会
会
誌
第
2
号
に
掲
載
参
照

私
の
独
断
に
よ
る
時
代
の
線
引
き
と
、

そ
の
特
徴
。

*
昭
和

一
桁
生
ま
れ
の
方
が
育
っ
た
時
代
は
、
満
州
事
変

に
始
ま
り
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
す
る
ま
で
ず
っ
と
日
本

が
戦
争
し
て
い
た
時
代
で
す
。
当
然
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が

乏
し
く
、
食
糧
、
衣
類
、
娯
楽
面
が
際
立
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
こ
の
こ
と
は
悪
い
面
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
道
路
を
走
る
車
と
言
え
ば
、
牛
が
引
く
肥
荷
車
、
野

菜
や
米
、
藁
を
積
ん
だ
荷
車
ぐ
ら
い
。
だ
か
ら
道
路
は
子

ど
も
の
遊
び
場
で
、
ベ
ッ
タ
ン
、
ラ
ム
ネ
、
宝
踏
み
、

S

ケ
ン
、
探
偵
ご
っ
こ
、
缶
蹴
り
、
一
段
、
戦
争
ご
っ
こ
、

な
ん
で
も
O
K
で
し
た
。

お
ま
け
に
た
い
が
い
の
家
は
子
ど
も
が

4
1
5
人
。
ど

@
千
里
山
二
世
が
育
っ
た
時
代
の
特
徴

千
里
山
会
を
過
去

・
現
在
支
え
る
の
は
、
昭
和

一
桁
生
ま

れ
か
ら
却
回
生
(
昭
和
初
年
生
ま
れ
同
お
年
千
二
小
卒
)

ま
で
で
す
。
こ
こ
で
述
べ
る
『
時
代
』
と
は
ま
さ
に
こ
の
間
、

つ
ま
り
昭
和
初
期
か
ら
同
初
年
代
初
期
を
指
し
ま
す
。

(
注
)
詑
回
生
(
昭
和
お
年
生
ま
れ
同
初
年
千
二
小
卒
)

及
び
そ
の
後
の

一
部
卒
業
生
を
除
く

千
里
山
会
を
創
っ
た

一
世
が
第

一
子
層
で
あ
れ
ば
、
幻

i

m
回
生
は
末
子
層
で
す
。
現
に
昭
和
同
年
生
ま
れ
で
あ
る

私
の
千
二
小
仲
間
は
、
実
に
末
っ
子
が
多
い
の
で
す
。
で
あ

り
な
が
ら
千
二
小
の
学
級
数
は
増
え
続
け
る
の
で
す
か
ら
、

新
た
な
民
族
移
動
が
千
里
山
に
発
生
し
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

千
里
山
の
住
人
に
変
化
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
街
自
体

が
大
き
く
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
現
象
は
何
も
千
里
山
だ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、

昭
和
初
年
代
前
半
ま
で
の
千
里
山
が
非
常
に
小
さ
く
ま
と

ま
り
、
変
化
の
少
な
い
時
代
だ
っ
た
だ
け
に
そ
の
変
化
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
代
表
が
、
千
里
山
駅
と
千
二
小
の
聞
の
当
時
住
宅
公

団
に
よ
る

一
大
公
団
ア
パ

ー
ト
群
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
、

こ
の
家
も
そ
こ
の
子
が
遊
び
に
参
加
し
て
い
る
か
ら
、
鬼

か
ら
逃
げ
る
の
に
他
人
の
家
の
庭
も
無
礼
講
で
す
。
ま
た

大
勢
で
遊
ぶ
の
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
も
小
さ

い
子
を
甘
や
か
せ
遊
ん
で
や
ら
な
い
と
人
数
が
足
り
ま

せ
ん
。
親
か
ら
も
下
の
子
の
面
倒
を
看
る
よ
よ
う
に
言
い

つ
け
ら
れ
て
も
い
た
は
ず
で
す
。

結
果
、
少
し
ぐ
ら
い
年
が
離
れ
て
も
深
い
粋
で
結
ぼ
れ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
柿
崎
さ
ん
が
福
山
さ
ん
に
千
二
小

の
同
窓
会
再
開
を
命
じ
ら
れ
、

二
つ
返
事
で
奔
走
さ
れ

た
の
も
、
こ
の
幼
い
頃
か
ら
の
深
い
深
い
紳
が
あ
れ
ば
こ

そ
と
思
い
ま
す
。

*
戦
中
(
中
国
で
の
戦
争
を
含
め

)
1戦
後
を
通
じ
、
あ

ら
ゆ
る
モ
ノ
が
不
足
し
、
あ
る
意
味
原
始
共
産
社
会
の
様

相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
千
里
山
の
住
民
と
て
例
外
で
は

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
そ
こ
は
知
的
集
団
、
上
手

く
互
恵
関
係
を
築
き
、
ギ
ス
、
キ
ス
す
る
こ
と
な
く
、
時
代

に
応
じ
た
文
化
的
生
活
を
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
し
ま
す
。

*
戦
後
し
ば
ら
く
は
、

一
部
の
お
金
持
ち
を
除
き
多
く

の
家
庭
に
は
、
い
ま
だ
テ
レ
ビ
と
冷
蔵
庫
の
な
か
っ
た
時

代
で
す
。
し
か
も
各
家
庭
は
食
べ
盛
り
の
子
ど
も
が

4
1
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5
人
も
。
と
な
る
と
食
材
を
求
め
て
毎
日
、
下
の
噴
水
か

ら
駅
に
か
け
て
の
商
庖
街
に
買
い
物
に
行
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
当
時
の
千
里
山
商
庖
街
は
、
駅
か
ら
噴
水
ま
で

の
印

m
ほ
ど
と
、
噴
水
を
中
心
に
東
西
1
0
0
m
足
ら
ず

に
点
在
す
る
お
屈
の
み
。
だ
か
ら

一
品
種
(
八
百
屋
、
肉

屋
、
米
屋
、
本
屋
、
お
風
呂
屋
さ
ん
等
)
一
倍
舗
の
み
。

着
物
に
割
烹
着
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
夕
方
一
斉
に
先
の

商
店
街
へ
繰
り
出
し
ま
す
。
当
然
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
こ

こ
で
出
く
わ
し
、
あ
ち
ら
の
角
で
も
、
こ
ち
ら
の
空
き
地

で
、
サ
ロ
ン
花
盛
り
。

*
今
で
は
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
同
じ
フ
ロ
ア
ー
に
暮
ら
す

隣
人
す
ら
、
外
で
会
え
ば
気
が
付
か
な
い
ほ
ど
疎
遠
な
世

界
。
で
も
当
時
は
、
お
金
が
あ
っ
て
も
物
が
な
い
時
代
。

そ
の
意
味
で
、
千
里
山
の
住
民
が
オ

l
ル
貧
乏
時
代
と
言

っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

突
然
、
ご
主
人
が
友
人
を
連
れ
て
帰
れ
ば
、
お
隣
に
お

酒
を
借
り
た
世
界
。

T
V
を
早
く
買
っ
た
家
は
、
お
相
撲

等
、
隣
近
所
を
招
待
し
、
見
せ
て
く
れ
た
時
代
で
す
。

「
貧
し
い
こ
と
を
恥
と
思
わ
な
い
時
代
、
世
界
。
そ
れ
が

千
里
山
で
あ
り
、
千
里
山
の
人
々
だ
っ
た
」
そ
の
想
い
が
今

日
に
続
い
て
い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

否
、
私
が
対
象
と
し
て
い
る
頃
を
『
よ
し
』
と
し
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
毎
年
の
会
誌
に
載
る
「
総
会

出
席
名
簿
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
出
席
者
の
年
代
差
は
一
部
の

例
外
を
除
き
、
初
年
で
す
。
ワ
ン

・
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

時
代
、
街
、
住
民
も
変
わ
り
ま
し
た
。
諸
々
の
面
で
違
い

が
あ
っ
て
当
然
で
す
。
否
、
千
里
山
会
の
総
会
に
必
ず
出
席

さ
れ
て
い
る
お
仲
間
の
中
に
も
、
個
人
差
と
は
別
に
、
当
然
、

こ
の
初
年
の
年
齢
差
に
基
く
千
里
山
会
へ
の
温
度
差
は
あ

り
ま
す
。

歳
が
下
が
る
に
つ
れ
、
千
里
山
会
よ
り
、
学
年
会
を
の

想
い
を
抱
く
人
が
増
え
ま
す
。
そ
の
分
、
千
里
山
会
も
後
何

年
続
く
か
解
り
ま
せ
ん
。

昭
和

一
桁
頑
張
っ
て
!

人
生
、
百
年
時
代
!

千
里
山
会
の
浮
沈
は
、
昭
和

一
桁
生
ま
れ
十

α
の
手
に
。

さ
す
れ
ば
戦
中
、
戦
後
生
ま
れ
も
付
い
て
い
き
ま
す
。

継
続
は
力
な
り
!

力
は
継
続
な
り
?

回
最
後
に

『
最
後
に
』
の
前
に
強
調
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

千
二
小
の
諸
先
生
方
の
こ
と
。
少
な
く
と
も
我
々
の
年
代
(
戦

後
育
ち
)
の
場
合
、
先
生
方
の
お
歳
は
千
里
山
会
の
年
配
会

員
と
変
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
千
二
小
卒
業
の
先
生
も
少
な

く
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

若
い
親
に
若
い
先
生
。
更
に
物
は
な
く
と
も
夢
が
、
戦
後

の
青
い
山
脈
的
明
る
い
未
来
が
拡
が
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。こ

の
諸
先
生
方
の
情
熱
が
今
の
千
里
山
会
の
存
在
に
大
き

く
寄
与
し
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

物
事
は
全
て
、
い
い
が
イ
イ
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
悪
い

が
ワ
ル
イ
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
『
人
間
万
事
塞
翁
が

馬
』
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
す
。

戦
中

・
戦
後
の
物
不
足
が
千
里
山
人
の
結
束
を
強
く
し
た

と
し
た
ら
、
昭
和
初
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
千
里
山
周
辺
の
再

開
発
は
、
千
里
山
の
新
た
な
時
代
の
誕
生
で
あ
り
、

小
学
校

が
2
分
さ
れ
る
ほ
ど
人
口
が
増
え
、
そ
の
分
、
紳
、
結
束
と

い
っ
た
感
情
は
希
釈
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

余
談『

千
里
山
は
タ
ラ
に
な
り
得
る
か
?
』

風
と
共
に
去
り
ぬ
の
最
後
で
、
何
も
か
も
失
く
し
た
ス

カ
l
レ
ツ
ト
は
『
そ
う
だ
!
私
に
は
タ
ラ
が
あ
る
!
』
と
叫

び
、
立
ち
上
が
り
ま
す
。

千
里
山
会
の
皆
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
失
意
に
陥
っ
た

時
、
『
私
に
は
千
里
山
が
あ
る
!
』
と
叫
べ
る
で
し
ょ
う
か
?

私
の
想
像
で
は
、
ス
カ

l
レ
ツ
ト
は
結
局
、
タ
ラ
へ
は
帰

ら
な
か
っ
た
な
ぜ
な
ら
ば
、
タ
ラ
で
は
材
木
商
を
続
け
ら

れ
な
い
か
ら
。
彼
女
が
本
当
に
求
め
て
い
た
も
の
は
、
豊
か

で
楽
し
か
っ
た
タ
ラ
で
の
想
い
出
の
み
で
あ
っ
て
、
タ
ラ
そ

の
も
の
で
は
な
い
と
勝
手
に
思
い
ま
す
。

我
々
に
と
っ
て
の
千
里
山
も
同
じ
。
今
と
な
っ
て
は
頭
の

中
だ
け
の
世
界
。
千
里
山
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

『
素
晴
ら
し
い
世
界
で
あ
っ
た
』
こ
と
は
真
実
だ
と
思
い

ま
す
が
そ
の
意
味
で
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
ず
っ
と
思
い

出
と
し
て
の
み
・
・
・
生
き
続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
?。

元


